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論 文 内 容 の 要 旨
　今日の障害者福祉においては地域生活移行が推進される一方で、知的障害児・者は在宅でケアをしてきた
親の高齢化や病気などによって、生活課題を抱えたり、施設入所に至ったりする状況が続いている。本研究
は、「社会的ケア」を、「知的障害者の親元から独立した地域生活を安定的に継続させるために、フォーマル
及びインフォーマルを含む様々な社会資源を活用しながら、地域における有機的な支援ネットワークによっ
て支えていくこと」と定義づけ、知的障害児・者が母親によるケアに過度に依存することなく、地域生活を
継続していけるための相談支援のあり方を、相談支援者と親の両方に対する実態調査を基に提示することを
目的としたものである。本論文の構成内容は以下の通りである。
　まず序章において、問題の所在と論文の構成について述べた後、第１章では、障害者の自立と「脱親」に
ついての先行研究の探索を２段階で行っている。第１段階では、「知的障害者の親によるケア及び地域生活
支援に関する先行研究レビュー」を行い、「親離れ・子離れ」を切り口に分析した結果、知的障害者と母親
に密着関係が見られ、その背景にはミクロからマクロまでの多様な要因があることを明らかにした。特に、
障害学の観点からは、母子密着の背景には家族の持つ抑圧性があり、母子密着の解消、すなわち知的障害者
の「脱親」の達成が不可欠であることが示された。第２段階では「母子密着の解消に向けた介入に関する先
行研究レビュー」を行い、教育、心理、医療、看護、社会福祉、ソーシャルワークなどの領域における母子
密着の解消を扱った先行研究から、相談支援の場面においても、本人や家族への共感、ストレングスの視点、
ネットワークの活用、環境の整備など、ミクロからメゾ、マクロに亘る多様な介入の必要性が示された。
　第２章では、質的調査として、親によるケアが難しくなった在宅知的障害者とその家族に対する相談支援
の現状と課題を探ることを目的に、17名の熟練相談支援従事者に対する聞き取り調査を実施している。分析
の結果、「社会的ケアへの移行」の促進要因（「支援体制の構築」や「個別の援助関係の構築」など）と、阻
害要因（「親の抱え込み」「親子の孤立」「知的障害者の自立生活のモデルの欠如」「地域の無理解などの社
会的背景」「社会資源の不足や支援者側の認識不足」など）を抽出することができた。そして支援の実際と
しては、「親に対する支援」「本人に対する支援」「親子関係への介入」「支援者間・他機関との協働・連携」
「社会資源の開発」「行政への働きかけ」があり、相談支援に対する援助観としては「障害者の地域生活を権
利としてとらえる」「本人の主体性や自立を重んじる」「親子関係に注目する」「介入のポイントを見極める」
「サービスにつなぐことだけを支援ととらえない」「チームやネットワークの連携を重視する」などを抽出し
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た。これらの分析結果を踏まえて、２つのストーリーライン、すなわち「母親による知的障害児・者のケア
の抱え込み」と、「母親によるケアから社会的ケアへ移行させるための相談支援」に関するストーリ－ライ
ンを作成した。
　第３章では、第２章で作成した「母親による知的障害児・者のケアの抱え込み」に関するストーリーラ
インを母親の視点から検証し、「母親によるケアから社会的ケアへの移行に向けた準備」の促進要因・阻害
要因を探ることを目的に、知的障害児・者の親の会の会員997名を対象としたアンケート調査を実施してい
る。有効回答数は449票で回答率46.0% であった。 属性として、本人の45.2% は40代以上で、親との同居率
は84.4%。また回答者の79.3% は母親で、60代以上が65.7% を占め、高齢化した親と子が同居し、主に母親が
ケアを担っている現状が確認できた。
　そして「社会的ケアへの移行に向けた準備の程度」については、長年母親によるケアを当然視してきた知
的障害者施策の歴史と近年の急速な脱施設化などの政策背景を考慮すると、直接的に質問することは適切で
ないと判断し、「母子が離れる時間」「サービスの積極的利用」「子の自立に向けた関わり」「ケアを委ねよう
という意向」の４つの間接的な指標によって目的変数を複数作成して、これと関連すると思われる説明変数
について仮説を立て、相関分析及び一元配置分散分析によって検証を行った。その結果、「社会的ケアへの
移行に向けた準備の程度」は、「子の自立度・年齢／母親の健康状態・ケアの負担感・独立規範意識・母親
役割意識・就労状況・地域活動状況・インフォーマルサポート・専門職への信頼／世帯の経済状況」などの
要因が関連していることが明らかとなった。
　次に「社会的ケアへの移行に向けた準備」の促進要因と阻害要因を探るために、因子分析や新変数の作成
等の作業を行い、６つの目的変数と23の説明変数を設定した上で、仮説に基づき重回帰分析を行った。その
結果、促進要因としては「子の自立度が高い／世帯収入が多い／母親が就労・地域活動に参加・高年齢／母
親の独立規範意識・リジリエンス・母親役割意識・支援を求める姿勢・支援を受け入れる柔軟性・社会に訴
える姿勢が強い」が、阻害要因としては「母親が子と一心同体／母子の閉じた関係／子のケアによる孤立」
が抽出された。また熱心に子の世話に関わる母親には、子の世話や自立に向けた関わりに積極的な意味を見
出して社会とつながろうとする「開かれたタイプの母親」と、子と一心同体になり世話によって孤立する「閉
じたタイプの母親」の２つのタイプが存在することが示唆され、先行研究や相談支援従事者からの聞き取り
調査の結果と同様の傾向が示された。一方で、「母親が子の世話に一生懸命になること」自体が必ずしも「ケ
アの抱え込み」という問題につながるのではなく、「母親のケアに対する意味づけ」や「他者との関わり」
などの多様な要因が、「社会的ケアへの移行に向けた準備」の鍵となる可能性を見出した。
　第４章では、第２章、３章の結果を踏まえて、相談支援におけるアセスメントの視点、介入における留意
点、支援への姿勢などのポイントを盛り込んだ実践ガイド（案）を作成し、熟練相談支援従事者によるフォー
カスグループインタビュー及び個別聞き取り調査を経て修正を加え、一定以上の相談支援経験のある従事者
向けの完全版と、初心者向けの簡易版の２種類の実践ガイドを完成させることができた。
　第５章では、本研究の成果と限界、ソーシャルワークへの示唆、今後の課題について述べている。成果と
して第１には、「母子密着」のとらえかたや「母子関係」への介入のアプローチが学問領域によって異なる
ことを明らかにし、ソーシャルワークに障害学の視点、すなわち「知的障害児・者や家族に対する社会から
の抑圧からの解放」という視点にも目を向ける必要性を見出した。第２に、「子の世話に熱心に取り組む母
親」には、「閉じたタイプ」と、「開かれたタイプ」の母親がいることが示唆され、後者の母親からは社会か
らの抑圧に屈せず、社会に開かれた態度をもち、子の将来に向けて自立を促し、社会との関わりを増やそう
とする姿が示され、相談支援における「丁寧なアセスメント」、「ストレングスへの焦点化」、および「母親
とともに社会を変えようという姿勢」の重要性が示された。第３には、「母子密着」に追い込む社会的抑圧
に対して開かれた態度と建設的な姿勢を持つ母親の存在が明らかになったことから、「社会的ケアへの移行」
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を促す相談支援のプロセスを、障害学の社会モデルに依拠する「脱親理論」の視点からとらえることができ
ることを示した。
　さらにソーシャルワークへの示唆として、人と環境の交互作用、過去から現在、未来の時間軸でのトータ
ルな視点、ストレングス視点、連携やネットワーク、マクロの社会へのまなざしの重要性を指摘している。
そして「社会的ケアへの移行」については、単に「子のケアを社会に委ねること」ととらえるのではなく、
本人にとっては「成人としての当たり前の自立へのプロセス」であり、一方の母親にとっては「母親役割に
限定されない、子育てを卒業した一人の人間としての人生の歩み」ととらえることの必要性について言及した。
　最後に、本研究の限界として、殆どの調査が特定の地域で行われてきたことによる一般化の課題、障害の
ある本人の声を拾えなかったことなどを挙げている。また今後の課題として、サービスにつながっていない
家族や孤立した親子へのアウトリーチ、障害者と高齢者分野のネットワークの融合、より精緻で実用性の高
い実践ガイドにするためのバージョンアップ等に言及している。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は、植戸氏自らの相談支援経験における知的障害者の親子関係に対する問題意識を踏まえて、現場
に役立つ研究を目指したいという強い意思を基にして取り組んだ研究の成果である。研究デザインについて
は支援の現場から見える幅広い視点を織り込み、結果から得られた膨大なデータに対して、真摯に且つ誠実
な態度で丁寧な分析と考察を行い、相談支援にとって非常に意義ある結果を導き出すことができたといえる。
加えて抽出された知見を実践ガイドとして完成させることによって、社会的貢献に資することができたと評
される。
　審査結果としては、特に研究の意義について以下の4点を挙げる。
１．「母子密着」に対する新しい視点の付与
　先行研究レビューにより整理された「母子密着」に関する広範なリスク要因と、その解消に向けたミク
ロ ･ メゾ ･ マクロレベルの介入方法においては十分に抽出されなかった新しい知見が明示された。すなわち、
従来から「母子密着」の度合いが強いと見られていた、子の世話に張り合いと感じ熱心に取り組んでいる母
親が、必ずしも「子のケアを抱え込む母親」とは限らず、子の将来に向けての自立や社会との関わりを増や
そうとする姿が抽出できたことにより、相談支援の姿勢に重要な示唆を与える内容が提示できた。
２．相談支援実践の内容におけるソーシャルワークの固有性の確認
　母親に対する相談支援内容を探究することによって、支援者は「人と環境の交互作用」や「ストレングス
への着目」という視点に立ち、「母子密着」や「母子関係」のメカニズムの理解に努め、ミクロ・メゾ・マ
クロの多次元への介入の必要性を認識していることを確認した。すなわち ICF（国際生活機能分類）におけ
る ｢ 環境因子 ｣ が個人の日常生活活動や社会参加に与える影響を考慮に入れ、「個人因子」としてのストレ
ングスを活用・強化するというソーシャルワークの固有性が示されたといえる。
３．「障害学」と「ソーシャルワーク」の視点の融合の可能性
　障害学の社会モデルに依拠する「脱親理論」の視点を取り入れ、「社会的ケアへの移行」を、障害者本人
の成人としての自立・脱親のプロセスととらえると共に、母親を子育てを卒業した一人の人間としての歩み
ととらえることにより、ソーシャルワークの視点と障害学の枠組みを融合させた相談支援の方向を指し示す
ことができた。
４．実践ガイド作成に至るプロセス全体における相談支援現場への貢献
　相談支援者への聞き取りと分析、アンケート調査によるその妥当性の確認、また支援者と共に行った調査
結果の検討というプロセス全体に丁寧な姿勢を持って取り組み、最終的に「母親によるケアから社会的ケア
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への移行」に向けて有用な実践ガイドを完成させることができた。
　なお、最後に今後の課題としては、本文においても調査の限界として調査対象の限定等に言及していると
ころであるが、特に完成された実践ガイドは、今後も活用することを通じて、その効果や課題の検証が求め
られる。またサービス資源が不十分な現状において、調査結果からも導き出された、本人 ･ 家族と共に社会
を変えていくための知識や技術等について明らかにしていくことが、今後の研究課題として期待されるとこ
ろである。
　以上の審査結果を持って、審査委員会は、植戸貴子氏の学位請求論文は、博士学位（人間福祉）論文とし
ての水準に十分に到達しており、博士学位授与に値するものとの結論を得たのでここに報告する。
